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　今回は、「伸び悩み」を克服するた
めに、中堅職員自身が取り組める工
夫について考えていきます。
　利用者や家族のニーズ、課題に的
確に対応していこうと、常に真摯に
業務に取り組んでいる。そう思う一
方で、好奇心や探究心でいっぱいだ
った新人の頃と同じかといえばそう
ともいえず、毎日忙しい業務をこな
しているだけのような気がする。そ
んな悩みをもつ中堅職員の事例を一
つご紹介します。

＊　＊　＊　＊　＊

　ある障害福祉施設では、職員がそ
れぞれに上司と相談しながら１年の
目標を立て、その達成を目指して業
務に取り組んでいます。勤続４年目
のＹさんもその一人。今年は「先輩
からの指導をできるだけ受けずに、自
分の判断でしっかりと業務を行える
ようにする」という目標を掲げてい
ました。
　仕事熱心なＹさんでしたので、こ
の目標は簡単に達成できると思って
いました。しかし、年度が始まると
様子が一転してしまったのです。
　「新人の頃は、良きにつけ悪しきに
つけ、先輩や上司が成長するための
ヒントや方法を教えてくれていたの
だということに初めて気づきました。
これからは自分の力でやっていかな
くてはならないと思った時、急に不
安や焦りを感じ始めました。でも、な
ぜか頑張ろうという気持ちにはなれ
ず、次第にマニュアルやルールにば
かりこだわるような働き方をするよ
うになっていました」
　こうした状況を脱していくための

ポイントは、業務の「本来の目的」を
再確認することです。

＊　＊　＊　＊　＊

　目標管理は業務の達成度をはかる
とともに、モチベーションを高める
一つの方法として、多くの施設が取
り入れていることと思います。しか
し、目標が目的化してしまい、本来
の目的が見えない状態に陥っている
職員も少なくないよう
です。目標はあくまで
も目的に向かっていく
ための段階的な指標で
あり、そこがゴールで
はないということを今
一度理解するとともに、
自身の取り組み方を見
つめ直してみましょう
（図）。

＊　＊　＊　＊　＊

　Ｙさんの場合、目標とした「自分
の判断で業務を行う」を達成しよう
と、その部分ばかりに力点が置かれ
た結果、自由な発想や柔軟な対応が
できない状態になっていたと考えら
れます。障害福祉の本来の目的であ
る「利用者の自立と社会参加」の一
助となるための業務という視点に立
ちかえると、マニュアルやルールを
拠りどころとしながらも、利用者一
人ひとりの個性や願いなどを、可能
な限り実現できるための業務のあり
ようを考えながら取り組む必要があ
ったと思われます。
　中堅職員ともなるとこれまでの経
験が災いして、「この業務をすると（当
然）このような目的が達成される」と

目的をパターン化して考えてしまう
ことがあります。業務にかかるコミ
ュニケーションの場面においては、業
務の手順や方法、留意点など作業に
かかる確認に加え、個々が抱いてい
る業務に対する目的意識を確認して
みるようにしてみましょう。「利用者
の自立と社会参加」と一口に言って
も、言葉の捉え方によって微妙に目
的が異なることに気づくはずです。

　同時に、業務を通じて自分自身が
どのように成長していきたいか、「自
分自身への意味づけ」についても都
度確認し、努めて周囲に発信してい
くことをお勧めします。確認すると
いうプロセスを踏むことは、他者や
環境に依存することのない貢献感や
達成感を得ることにつながっていき
ます。また、その思いを発信してい
くことは、立場や役割を意識した働
き方を考えるきっかけにもなります。

＊　＊　＊　＊　＊

　「伸び悩み」の改善に向け中堅職員
自身ができることには限りがありま
す。壁にぶつかった時や迷った時に
は温かく見守り、支えてあげられる
ようなコミュニケーションを職員皆
で意識していきましょう。
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